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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成22年7月8日(2010.7.8)

【公表番号】特表2010-516902(P2010-516902A)
【公表日】平成22年5月20日(2010.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2010-020
【出願番号】特願2009-547522(P2009-547522)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  30/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  30/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月17日(2010.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　質量％で表して、ニッケル３４～４２％、クロム１８～２６％、ケイ素１．０～２．５
％を有し、Ａｌ０．０５～１％、Ｍｎ０．０１～１％、ランタン０．０１～０．２６％、
マグネシウム０．０００５～０．０５％、炭素０．０１～０．１４％、窒素０．０１～０
．１４％、硫黄最大０．０１％、Ｂ最大０．００５％、任意にＣａ０．０００５～０．０
７％、任意にＣｅ、Ｙ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｔｉの元素の少なくとも１種０．０１～０．３％の
含有量、任意にリン０．００１～０．０２０％、任意にＭｏ、Ｗ、Ｖ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｃｏ
の元素の１種又は数種それぞれ０．０１～１．０％の添加物、残り鉄及び通常の方法によ
る不純物を有する鉄－ニッケル－クロム－ケイ素合金。
【請求項２】
　３４～３９％のニッケル含有量を有する、請求項１記載の合金。
【請求項３】
　３４～３８％のニッケル含有量を有する、請求項１記載の合金。
【請求項４】
　ニッケル３４～３７％のニッケル含有量を有する、請求項１記載の合金。
【請求項５】
　３７～３８％のニッケル含有量を有する、請求項１記載の合金。
【請求項６】
　２０～２４％のクロム含有量を有する、請求項１から５までのいずれか１項記載の合金
。
【請求項７】
　２１～２４％のクロム含有量を有する、請求項１から５までのいずれか１項記載の合金
。
【請求項８】
　１．５～２．５％のケイ素含有量を有する、請求項１から７までのいずれか１項記載の
合金。
【請求項９】
　１．０～１．５％のケイ素含有量を有する、請求項１から７までのいずれか１項記載の
合金。
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【請求項１０】
　１．５～２．０％のケイ素含有量を有する、請求項１から７までのいずれか１項記載の
合金。
【請求項１１】
　１．７～２．５％のケイ素含有量を有する、請求項１から７までのいずれか１項記載の
合金。
【請求項１２】
　１．２～１．７％のケイ素含有量を有する、請求項１から７までのいずれか１項記載の
合金。
【請求項１３】
　１．７～２．２％のケイ素含有量を有する、請求項１から７までのいずれか１項記載の
合金。
【請求項１４】
　２．０～２．５％のケイ素含有量を有する、請求項１から７までのいずれか１項記載の
合金。
【請求項１５】
　０．１～０．７％のアルミニウム含有量を有する、請求項１から１４までのいずれか１
項記載の合金。
【請求項１６】
　０．１～０．７％のマンガン含有量を有する、請求項１から１５までのいずれか１項記
載の合金。
【請求項１７】
　０．０１～０．２％のランタン含有量を有する、請求項１から１６までのいずれか１項
記載の合金。
【請求項１８】
　０．０２～０．１５％のランタン含有量を有する、請求項１から１６までのいずれか１
項記載の合金。
【請求項１９】
　０．０４～０．１５％のランタン含有量を有する、請求項１から１６までのいずれか１
項記載の合金。
【請求項２０】
　窒素０．０２～０．１０％の窒素含有量を有する、請求項１から１９までのいずれか１
項記載の合金。
【請求項２１】
　０．０３～０．０９％の窒素含有量を有する、請求項１から１９までのいずれか１項記
載の合金。
【請求項２２】
　０．０４～０．１４％の炭素含有量を有する、請求項１から２１までのいずれか１項記
載の合金。
【請求項２３】
　０．０４～０．１０％の炭素含有量を有する、請求項１から２１までのいずれか１項記
載の合金。
【請求項２４】
　０．００１～０．０５％のマグネシウム含有量を有する、請求項１から２３までのいず
れか１項記載の合金。
【請求項２５】
　０．００８～０．０５％のマグネシウム含有量を有する、請求項１から２３までのいず
れか１項記載の合金。
【請求項２６】
　硫黄最大０．００５％及びＢ最大０．００３％を有する、請求項１から２５までのいず
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れか１項記載の合金。
【請求項２７】
　Ｃａ０．００１～０．０５％を有する、請求項１から２６までのいずれか１項記載の合
金。
【請求項２８】
　Ｃａ０．０１～０．０５％を有する、請求項１から２６までのいずれか１項記載の合金
。
【請求項２９】
　Ｌａ、Ｃｅ、Ｙ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｔｉの元素の１種又は数種をそれぞれ０．０１～０．３
％有し、合計ＰｗＥ＝１．４３・ＸCe＋１．４９・ＸLa＋２．２５・ＸY＋２．１９・ＸZ

r＋１．１２・ＸHf＋４．１８・ＸTiは、０．３８以下であり、その際、ＰｗＥは有効元
素のポテンシャルに相当する、請求項１から２８までのいずれか１項記載の合金。
【請求項３０】
　Ｌａ、Ｃｅ、Ｙ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｔｉの元素の１種又は数種をそれぞれ０．０１～０．２
％有し、合計ＰｗＥ＝１．４３・ＸCe＋１．４９・ＸLa＋２．２５・ＸY＋２．１９・ＸZ

r＋１．１２・ＸHf＋４．１８・ＸTiは、０．３６以下であり、その際、ＰｗＥは有効元
素のポテンシャルに相当する、請求項１から２８までのいずれか１項記載の合金。
【請求項３１】
　Ｌａ、Ｃｅ、Ｙ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｔｉの元素の１種又は数種をそれぞれ０．０２～０．１
５％有し、合計ＰｗＥ＝１．４３・ＸCe＋１．４９・ＸLa＋２．２５・ＸY＋２．１９・
ＸZr＋１．１２・ＸHf＋４．１８・ＸTiは、０．３６以下であり、その際、ＰｗＥは有効
元素のポテンシャルに相当する、請求項１から２８までのいずれか１項記載の合金。
【請求項３２】
　０．００５～０．０２０％のリン含有量を有する、請求項１から３１までのいずれか１
項記載の合金。
【請求項３３】
　Ｍｏ、Ｗ、Ｖ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｃｏの元素の１種又は数種をそれぞれ０．０１～０．２％
を含有する、請求項１から３２までのいずれか１項記載の合金。
【請求項３４】
　Ｍｏ、Ｗ、Ｖ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｃｏの元素の１種又は数種をそれぞれ０．０１～０．０６
％を含有する、請求項１から３２までのいずれか１項記載の合金。
【請求項３５】
　不純物はＣｕ最大１．０％、Ｐｂ最大０．００２％、Ｚｎ最大０．００２％、Ｓｎ最大
０．００２％の含有量に調節されている、請求項１から３４までのいずれか１項記載の合
金。
【請求項３６】
　電気的ヒートエレメントにおいて使用するための、請求項１から３５までのいずれか１
項記載の合金の使用。
【請求項３７】
　高い形状安定性又はわずかなたるみを必要とする電気的ヒートエレメントにおいて使用
するための、請求項１から３５までのいずれか１項記載の合金の使用。
【請求項３８】
　炉製造において使用するための、請求項１から３５までのいずれか１項記載の合金の使
用。
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